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また、台風が来るかも

知れません 

りんごの落果防止には

万全を期してください

市りんご生産体質改善推進本部 

平井団地に建設する 

積立分譲住宅の積立者を

追加募集します 

この積立分譲住宅は、分譲予

定額から住宅金融公庫融資見込

額を引いた自己資金（頭金）を 

1年で積立てることにより、確

実に宅地付住宅の供給を受けら

れます。 

△募集戸数 	 7戸 

△分譲予定価格 245 万円

△公庫融資見込額 148 万円 

△積立金 	 96 万円 

△利息相当額 	 1 万円 

△平均面積 宅地 240 平方米

建物 53 平方米 

10月 3 日までに市民課住宅係に

お申し込みください。 

f
・
 

市
内
に
は
、
新
市
内
二
十
一
 

戸
、
柳
町
三
戸
、
敷
島
町
十
二

戸
、
元
町
二
十
八
戸
、
湊
十
戸

田
園
調
布
二
十
八
戸
、
幾
世
森
 

二
十
八
戸

十
川
町
七

十
二
戸
寺

町
十
二
戸

平
和
町
三

百
二
十
五

戸
千
鳥
町

一
】百
一
一
戸

松
島
町
一
一

百
四
戸
と

合
計
九
百

四
十
三
lP
 

の
市
営
住

宅
が
あ
り

ま
す
。
 

市
で
は

昭
和
四
十

一
年
度
か

ら
毎
年
市

営
住
宅
の

畳
を
建
築

年
度
の
早

い
順
に
取

替
え
て
き

ま
し
た
が
 

こ
と
し
も
市
内
の
十
の
畳
店
に

発
注
し
て
九
月
一
日
か
ら
十
五
 
 

日
ま
で
の
間
に
、
平
和
町
の
う

ち
百
二
十
五
戸

・
千
百
九
十
丁

を
取
替
え
ま
し
た
。
 

平
和
町
は
昨
年
百
十
二
戸
・

千
四
百
三
十
丁
を
取
替
え
て
い

ま
す
の
で
、
残
り
八
十
八
戸
は

来
年
取
替
え
る
予
定
で
す
。
 

す
な
わ
ち
、
昭
和
四
十
一
年

度
は
敷
島
町
、
元
町
、
湊
、
田

園
調
布
の
四
十
八
戸
、
五
百
七

十
五
丁
、
経
費
約
四
十

一
万
八

千
円
。
四
十
二
年
度
は
下
平
井

町
、
敷
島
町
、
湊
、
元
町
の
四

十
二
戸
、
五
百
二
十
丁
、
五
十

五
万
千
円
。
四
十
三
年
度
は
十

川
町
、
寺
町
、
下
平
井
町
の
六

十
三
戸
、
七
百
九
十
八
丁
、
八

十
万
七
千
九
百
円
。
そ
し
て
四

十
四
年
度
か
ら
は
三
年
計
画
で

平
和
町
を
取
替
え
る
わ
け
で
す

が
、
四
十
四
年
度
は

一
区
、
一
一

区
と
五
区
の
半
分
と
八
区
の
百

十
二
戸
、
千
百
九
十
丁
、
二
百

八
十
八
万
二
千
円
。
こ
と
し
「
1
 

区
、
二
区
四
区
七
区
の
そ
れ
ぞ

れ
半
分
の
百
二
十
五
戸
、
百
八
 
 

十
八
万
二
千
円
を
取
替
え
、
五

年
間
の
累
計
で
は
、
三
百
九
十

戸
、
四
千
五
百
二
十
丁
、
五
百

七
十
六
万
五
千
円
を
取
替
え
た

わ
け
で
す
。
 

飯

詰
ダ

ム
が
で
き

ま
す
 

飯
詰
ダ
ム
建
設
事
業
起
工

式
は
、
九
月
十
二
日
十
時
か

ら
市
内
飯
詰
影
日
沢
の
現
地
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

飯
詰
川
ダ
ム
は
総
工
費
九
億

六
千
万
円
の
経
費
を
要
す
る
多

目
的
ァ
ー
ス
ダ
ム
で
、
昭
和
四

十
七
年
度
に
完
成
す
る
予
定
で

す
。
 

こ
の
日
に
は
、
津
島
参
議
院

議
員
・
竹
内
知
事

・
秋
田
県
議

会
議
員
・
佐
々
木
市
長
・
岩
館

助
役

・
笹
森
市
議
会
議
長
等
関

係
者
約
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
 

農
葉

転
職
者
等

相
談
員

に
大

谷
慶

作
さ
ん

が
委

嘱
さ
れ

ま
し

た
 

労
働
者
で
は
、
こ
の
程
、
農
 
 

業
転
職
者
等
相
談
員
を
委
嘱
し

ま
し
た
が
、
市
内
か
ら
は
中
泉

の
大
谷
慶
作
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
 

農
業
者
転
職
相
談
員
は
、
農

業
者
の
転
職
希
望
者
及
び
出
稼

ぎ
就
労
希
望
者
を
対
象
に
、
求

人
情
報
の
提
供
や
職
業
指
導
及

び
助
言
紹
介
あ
っ
旋
、
関
係
機

関
と
留
守
家
族
等
と
の
連
絡
を

し
ご
と
と
し
ま
す
。
 

松
島
と
毘
沙

門
の
簡

易

郵

便
局
で

も

福

祉
年

金

を

取

扱
っ
て

い

ま
す
 

簡
易
郵
便
局
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
て
、
松
島
簡
易
郵
便
局

と
毘
沙
門
簡
易
郵
便
局
で
も
福

祉
年
金
を
取
扱
っ
て
い
ま
す
の

で
、
指
定
郵
便
局
の
変
更
を
希

望
す
る
人
は
、
市
保
険
衛
生
課

国
民
年
金
係
ま
で
証
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
 

市営住宅の畳を取替えました 
ことしは平和町の125戸.1190丁を 

（佐々木市長） 

（さっぱりしている平和町の人々） 

（起工式でクワ入れする佐々木市長） 

、 
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「
り
ん
ご
ジ
ユ
ー
ス
の
集
い
」
 

に
寄
せ
て
 

り
ん
ご
と
健
康
 

西
北
中
央
病
院
長
 

福
田
幸
雄
 

全
国
生
産
の
約
半
数
を
占
め

る
り
ん
ご
の
生
産
県
で
あ
る
わ

が
青
森
県
の
人
達
の
な
か
に
は

案
外
、
り
ん
ご
の
効
用
に
は
無

関
心
な
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し

ょ
う
か
。
そ
こ
で
簡
単
に

そ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま

す
。
 

一
日
一
個
の
り
ん
ご
は
 

医
者
を
遠
ざ
け
る
 

イ
ギ
リ
ス
の
諺
に
あ
る
通
り

り
ん
ご
は
健
康
を
つ
く
る
果
物

と
く
に
冬
の
間
寒
さ
に
負
け
な

体
力
づ
く
り
に
は

一
番
手
軽
な

栄
養
源
で
す
。
新
鮮
な
津
軽
り

ん
ご
を
沢
山
食
べ
て
健
康
な
毎

日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
 

◇
成
分
 

別
表
に
掲
げ
ま
す
が
、
ビ
タ

ミ
ン
類
は
少
な
く

c
は
収
穫
時

五

m珍
内
外
の
も
の
が
月
が
経

つ
に
従
っ
て
減
少
し
、
三
月
頃

に
は
一
m
タ
と
な
り
、
五
月
に

は
〇

・
五

m
g
に
減
少
す
る
こ

と
を
青
森
県
り
ん
ご
試
験
場
か

ら
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
こ
の

c
は
還
元
型

の
ビ
タ
ミ
ン
c
で
測
定
さ
れ
て

い
る
た
め
少
な
い
の
で
あ
っ
て

り
ん
ご
は
安
定
性
の
高
い
酸
化

型
ビ
タ
ミ
ン
c
が
多
く
、
二
百

珍
の
り
ん
ご
に
二
十

m
g
も
含

ま
れ
、
酸
化
型
ビ
タ
ミ
ン
c
は

調
理

・
加
工
し
て
も
破
壊
さ
れ

る
こ
と
な
く
栄
養
食
と
し
て
は

理
想
的
で
す
。
 

◇
効
用
 

一
、
高
血
圧
の
人
に
 

弘
前
大
学
医
学
部
の
佐
々
木
 

教
授
は
、
あ
る
人
々
に
り
ん
ご

を
沢
山
食
べ
て
貰
っ
て
血
圧
を

測
っ
た
と
こ
ろ
、
 一
日
平
均
六

個
の
り
ん
ご
を
食
べ
て
い
る
人

は
血
圧
が
下
っ
た
と
い
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
数
万
名
の
住
民

の
血
圧
を
測
定
し
、
り
ん
ご
を

毎
日
三
個
以
上
食
べ
て
い
る
と

答
え
た
人
の
血
圧
は
低
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
 

こ
の
よ
う
に
高
血
圧
の
人
に

は
り
ん
ご
欠
か
せ
な
い
果
物
で

あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
勿

論
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
わ
け

で
す

0
こ
れ
は
り
ん
ご
の
中
の

カ
リ
ウ
ム
が
血
液
中
の
塩
分
を

取
り
除
い
て
血
圧
を
下
げ
る
作

用
を
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
す
。
 

（
以下
次
号

へ
）
 

② 

ー
一・
 

農
業
の
近
代
 

．三
 
化

を
図
る
た
め

イ
工
 

農
家
の
皆
さ
ん
 

資
 

は
、
ト
ラ
ク
タ
 

良
 

ー
・
稲
刈
機
（
 

改
 

パ
イ
ン
ダ
ー
、
 

の
 

コ
ン
バ
イ
ン
）
 

土
羽
 
や
乗

用
車
・
小
 

い
』
一
 

型
ト
ラ
ッ
ク
な
 

」
H
 
・
 
ど
ど

ん
ど
ん
導

舟
コ
 
ー
‘
 
入
し
て
い
る
現

裏
一
 
d
d
 状
で
す
が
、
更

地
 
し
 

に
近
い
将
来
田

土
 
貸
 
植
機

も
大
量
に

導
入
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
 

し
か
し
、“
田
．
畑
の
条
件
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
と
機
械

の
能
率
が
低
下

l
、
働
き
に
く

い
ば
か
り
で
な
く
事
故
を
お
こ

し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。・
こ

の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
る
た

め
に
は
、
や
は
り
土
地
基
盤
の

整
備
が
ま
ず
必
要
で
す
。
 

「
土
地
改
良
を
し
た
い
が
資

金
が
な
く
て
ど
う
も
」
と
心
配

さ
れ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
土
地
改
良
を
行
な
う
人
に

は
低
利
で
然
も
長
期
償
還
の
融

資
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

土
地
改
良
事
業
に
よ
る
効
果

は
著
し
い
も
の
で
、
実
施
し
た
 
 

農
家
の
人
々
か
ら
非
常
に
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
借
金
を

し
て
事
業
を
実
施
し
て
も
毎
年

の
償
還
金
は
事
業
効
果
の
一
部

で
済
み
、
差
引
き
年
々
所
得
が

ふ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

今
す
ぐ
隣
近
所
の
人
々
と
相

談
し
、
今
秋
稲
刈
後
工
事
に
着

手
す
る
よ
う
準
備
を
す
す
め
て

み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
融

資
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
詳
し
い
こ
と
は
市
役
所
農

林
課
ま
た
は
北
地
方
農
林
事
務

所
土
地
改
良
課
に
お
間
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

融
資
さ
れ
る
主
な
事
業
 

，
国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い

小
規
模
な
次
の
事
業
 

か
ん
が
い
排
水
（
溜
池

・
水

路
・
揚
排
水
ポ
ン
。フ
・
取
入

堰
の
新
設
改
修
）
 

畑
地
か
ん
が
い
・
区
画
整
理

客
土
・
農
道
・
索
道
・
開
畑

け
い
畔
整
備
・
維
持
管
理
（
 

受
益
面
積
に
十
ァ
ー
ル
当
り

三
千
円
を
乗
じ
た
範
囲
内
の

事
業
費
で
、
毎
年
経
常
的
に

支
出
さ
れ
る
費
用
を
除
く
）
 

借
り
入
れ
で
き
る
人
 

土
地
改
良
区
・
農
協
・
そ
の
 

他
農
業
を
営
む
人
で
あ
れ
ば
誰
 
 

で
も
よ
く
、
共
同
施
行
や
個
人

な
ど
は
農
協
か
ら
転
貸
を
受
け

る
方
法
が
簡
単
で
よ
い
と
思
い

も
す
o
 

三
、
借
り
入
れ
で
き
る
金
額

お
よ
び
償
還
方
法
 

事
業
費
の
八
割
以
内
で
最
低

が
十
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
。
 

償
還
期
間
は
、
据
置
き
五
年

以
内
を
含
ん
で
二
十
五
年
、
元

利
均
等
年
賦
か
半
年
賦
、
年
利

率
三
分
五
厘

（
日歩
九
厘
六
毛

相
当
）
で
、
市
内
の
青
森
銀
行

青
和
銀
行
・
弘
前
相
互
銀
行
・

津
軽
信
用
金
庫
の
各
支
店
で
取

扱
っ
て
い
ま
す
。
 

全
量
三
等
米
以
上
を
 

目
標
に
し
て
く
だ
さ
い
 

昭
和
四
十
四
年
産
米
の
検
査

成
績
で
の
市
内
の
産
米
は
、
十

ア
ー
ル
あ
た
り
の
収
量
で
は
全

国
で
ト
ッ
。フ
ク
ラ
ス
で
し
た
が

品
質
は
乾
燥
が
悪
く
つ
き
減
り

が
多
い
な
ど
、
あ
ま
り
評
判
が

良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

と
し
は
こ
の
汚
名
を
挽
回
し
な

け
れ
ば
折
角
の
産
米
も
や
り
ば

の
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

の
で
、
次
の
こ
と
に
充
分
注
意

し
て
全
量
三
等
米
以
上
に
す
る
 
 

よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い

す
な
わ
ち
、
収
量
・
品
質
・

食
味
に
影
響
し
ま
す
の
で
刈
取

り
の
適
期
を
誤
ら
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
 

乾
燥
は
充
分
に
し
、
で
き
る

だ
け
自
然
乾
燥
を
行
な
い
、
仕

上
げ
に
乾
燥
機
を
利
用
す
る
と

き
は
、
胴
割
米
そ
の
他
の
障
害

が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

籾
す
り
調
整
は
最
後
の
仕
上

げ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
折
角
の

良
質
米
を
不
良
米
に
し
な
い
よ

う
に
調
整
に
充
分
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
 

た
ん
ほ
の
「
ド
ン
”
己
 

夜
は
止
め
て
く
だ
さ
い
 

水
稲
の
出
穂
も
順
調
に
終
り

農
家
の
人
々
の
苦
労
の
結
晶
も

今
こ
こ
に
実
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
 

し
か
し
、
ま
た
ぞ
ろ
す
ず
め

や
鼠
の
被
害
も
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
近
年
と
み
に
普
及
し
て
き

た

「
爆
音
器
」
の
使
用
に
つ
い

て
は
そ
の
使
用
法
を
よ
く
守
っ

て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
最

近
、
住
宅
の
田
圃
隣
接
地

へ
の

進
出
が
め
ざ
ま
し
く
、
住
民
か

ら
爆
音
器
の
騒
音
に
対
す
る
苦

情
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

の
で
爆
音
器
の
夜
の
使
用
を
止

め
る
こ
と
と
、
日
中
の
使
用
も

住
家
か
ら
で
き
る
だ
け
遠
ざ
け

て
使
用
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

共
同
募
金
運
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
 

こ
と
し
も
ま
た
十
月
】
日
か

ら
三
十

一
日
ま
で
共
同
募
金
運

動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

こ
と
し
の
市
の
目
標
額
は
百

十
三
万
千
五
百
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
近
い
う
ち
に
市
内
の
協

力
員
の
人
々
に
毎
戸
を
訪
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
格
別
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

お
互
い
の
暖
か
な
心
を
持
寄

る
国
民
た
す
け
あ
い
の
姿
…
そ

れ
が
共
同
募
金
運
動
で
す
。
 

、
 

 

)
 

  

  



180円× 納付した月数 
（計算例） 

25年（300月）間納付した場合 

比例分 	180円×300月＝= 54, 000円（月4,500円） 

定額分 320円 x300月＝96,000円（月8,000円） 

合計した老令年金額 

150,000円（月12,500円） 

?
 

◇
加
入
で
き
る

人
 国

民
年
金
に

加
入
し
て
い
て

現
在
保
険
料

（
 

掛
け
金
）
を
納

め
て
い
る
人
な
 

金
 
加
 
ら

誰
で
も
希
望
 

所
得
比
例
年
金
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
 

」
事
 
求
 
加
入
で

き
ま
す
 

、
 

考
 
従
っ

て
免
除
を
 

つ
 

.．
」
 

加
入
す
る
人
は

こ
の
所
得
比
例
年
金
に
も
必
ず

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
 

◇
掛
け
金
は
 

r
 

加
入
し
た
月
か
ら
月
額
三
百

五
十
円
で
す
o
定
額
分
の
保
険

料
を
納
め
て
い
な
け
れ
ば
納
付

で
き
ま
せ
ん
。
従
っ
て
所
得
比

例
年
金
に
加
入
し
た
人
の
保
険

料
は

ー
か
月
八
百
円
（
定
額
分

四
百
五
十
円
＋
比
例
分
三
百
五

十
円
）
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

◇
受
け
る
年
金
 

老
令
年
金

・
通
算
老
令
年
金

お
よ
び
死
亡

一
時
金
で
す
が
、
 

老
令
年
金
の
額
は
次
の
よ
う
に

計
算
さ
れ
ま
す
。
 

死
亡
一
時
金
は
五
千
円
か
ら

二
万
六
千
円
で
す
。
 

③
 
加

入
の
申
込
み
は
十
月
一
日

か
ら
市
保
険
衛
生
課
で
受
付
け

ま
す
。
 

か
ぜ
の

予
防
接
種
を
行

な
い
ま
す
 

昨
年
は
ホ
ン
コ
ン
と
か
カ
ゴ
 

ツ
マ
と
い
う
悪
い
か
ぜ
が
流
行
 

し
て
皆
さ
ん
を
苦
し
め
た
よ
う
 

で
す
が
、
こ
と
し

は
未
然
に
防
 

止
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
に
か
 

ぜ
の
予
防
接
種
を
行
な
い
ま
す
 

(
 ）
内
は
二
回
目
で
す
 

市
中
央
公
民
館
 

十
月
一
日
 
（十
三
日
）
 

1
3時
ー
1
5時
半
 

梅
沢
支
所
 

毘
沙
門
小
学
校
 

王
日
 （十
四
日
）
 

1
3時
半

ー
1
4時
半
 

長
橋
診
療
所
 

二
日
 
（
十四
日
）
 

1
3時
半

ー
1
5時
 

七
和
支
所
 

十
五
日
 
（
二
十
二
日
）
 

1
0時
ー
1
1時
半
 

栄
支
所
 

中
川
支
所
 

十
五
日
 
（二
十
二
日
）
 

1
3時
半

ー
1
5時
 

三
好
診
療
所
 

十
六
日
 
（二
十
三
日
）
 

1
3時
ー
1
4時
 

飯
詰
支
所
 

十
六
日
 
（
二
十
三
日）
 

1
3時
半

ー
1
4時
半
 

松
島
支
所
 

十
六
日
 
（
二
十
三日
）
 

1
3時
ー
1
5時
 

対
象
者
は
二
才
以
上
の
希
望
 

者
で
す
が
、
保
育
児
・
小
・
中
 

学
生
は
、
各
施
設
や
学
校
で
行
 

な
い
ま
す
。
 

第

一
回
接
種
の
一
週
間
後
に
 

二
回
目
の
接
種
を
し
ま
す
。
 一
 

回
の
料
金
は
、
二
才
以
上
六
才
 

未
満
三
十
円
・
六
才
以
上
十
五
 

才
未
満
五
十
円

・
十
五
才
以
上
 

百
円
で
す
。
た
だ
し
、
生
活
保
 

護
世
帯
に
属
す
る
人
は
無
料
で
 

す
。
 

な
お
、
母
子
手
帳
を
忘
れ
な
 

い
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
母
子
 

手
帳
の
な
い
人
は
、
住
所

・
氏
 

名
・
生
年
月
日

・
世
帯
主
名
を
 

書
い
た
紙
き
れ
を
受
付
に
出
し
 

て
く
た
さ
い
。
 

ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
 
 

け
い
れ
ん
性
体
質
者

・
心
臓
血

管
系

・
有
熟
患
者
の
人
は
予
防

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
 

狂
犬
病
の

予
防
注
射
を

行
な

い
ま
す
 

本
年
度
の
秋
の
狂
犬
病
予
防

注
射
を
次
の
よ
う
に
行
な
い
ま

す
か
ら
必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

十
月
八

・
九
日
 
市
役
所
 

1
0時
ー
1
5時

十
三
日
  
松
野
木

・
長
尾
商
店
 

1
0時

ー
1
1時
半

十
四
日
 
七
ッ
館
工
藤
理
容
所
 

1
0時
ー
1
2時

十
九
日
 
栄
支
所
 

1
0時

ー
1
1時
半

梅
沢
支
所
 

1
3時
ー
1
4時
半

二
十
日
 
飯
詰
支
所
 

1
0時
ー
1
2時

千
鳥
町
集
会
所
 

1
3時
ー
1
4時
 

一
干
一
日
 
七
和
支
所
 

1
0時
ー
1
2時
 

高
野
小
笠
原
獣
医
宅
 

1
3時
ー
1
5時
 

二
十
二
日
 
中
川
支
所
 

栂
時
ー
1
1時
半

三
好
支
所
 

1
2時
半
ー
1
3時
半

藻
川
・
大
川
商
店
 

1
4時
ー
1
5時

二
十
三
日
 
毘
沙
門
出
張
所
 

1
0時
ー
1
1時
半

長
富
集
会
所
 

1
3時
ー
1
4時
 

二
十
六
日
 
前
田
野
目
 

小
笠
原
謙
吉
宅
 

1
0時
半
ー
1
2時
 

二
十
七
日
 
松
島
支
所
 

1
0時
ー
1
1時
半
 

金
山
公
民
館
 

1
2時
半
ー
1
3時
半
 

十
川
町
斎
藤
商
店
 

1
4時
ー
1
5時
 

な
お
、
お
い
で
の
際
は
、
印

鑑
お
ょ
び
、
つ
り
銭
の
い
ら
な

い
よ
う
に
準
備
し
た
注
射
料
金

二
百
六
十
円
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
日
程
以
外
の
と
き

は
三
百
五
十
円
か
か
り
ま
す
。
 

ま
た
、
犬
を
放
レ
飼
い
に
す

れ
ば

一
万
円
以
下
、
登
録
し
な
 
 

か
っ
た
り
予
防
注
射
を
受
け
な

け
れ
ば
三
万
円
以
下
の
罰
金
を

課
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
年
中

に
登
録
し
て
い
な
い
人
は
こ
の

機
会
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
 

登
録
料
は
三
百
円
で
す
。
 

自
衛
官

は
す

ば
ら
し

い

国
家
公
務
員

で
す
 

た
だ
い
ま
自
衛
隊
で
は
、
陸

海
、
空
の
二
等
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

自
衛
官
に
志
望
で
き
る
の
は

入
隊
す
る
月
の

一
日
現
在
で
十

八
才
か
ら
二
十
五
才
ま
で
の
男

子
で
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学

力
が
あ
れ
ば
よ
い
し
給
与
は
初

任
給
約

一
万
七
千
五
百
円
の
ほ

か
各
手
当
と
年
三
回
の
賞
与
も

あ
り
ま
す
が
、
衣
食
住
を
給
与

に
換
算
し
ま
す
と
、
実
質
初
任

給
は
三
万
四
千
円
く
ら
い
に
な

り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
自
衛
官
は
国
家

公
務
員
特
別
職
の
給
与
を
受
け

な
が
ら
、
日
常
あ
ら
ゆ
る
機
動

力
を
使
用
す
る
の
で
、
自
動
車

の
運
転
・
整
備
を
は
じ
め
、
無

線

・
電
気
な
ど
広
範
な
国
家
資

格
と
、
団
体
生
活
で
身
に

つ
け

た
規
律
・
責
任
感
・
根
性
は
満

期
除
隊
に
な
っ
て
民
間
会
社
に

勤
め
る
と
き
に
も
非
常
に
有
利

な
条
件
で
就
職
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

市
立
図
書
館
は
、
市
中
央

公
民
館
内
か
ら
、
市
民
文

化
会
館
内
に
移
転
し
ま
し

た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
に

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

執
 
鵬
 浮

」
nる
人
 

＋
か
 

人
 

、
 

し
 ・

I

」
 

ま
 

を
 

七
 
舶
 
議
医
「」
は
 

農
業
者
年
金
に
 



整腸剤「キノホルム」を

のまないでくださし、 

新聞やテレビでご存知のこと

と思いますが、整腸剤のキノホ

ルムやブロキシキノ リンを含有

する医薬品がスモン病（腹痛や

下痢症状後、足の裏にツビレ感

が起こり、運動障害や視力障害

を伴う病気）の要因となる万能

性が否定できないことから、厚

生省医務局長の通達により、当

分の間、製造販売を中止するこ

と1こなりました。 

が
胡
蜘
 

た
響
 

き

議
沈
 

で
馬
桁
 

ま

ワ
わ
 

し

永
か
 会

が
誕
生
し
ま

し
た
。
 

市
白
ば
ら
友
の

八
戸
市
に
次
い

の
、
五
所
川
原

で
県
内
二
番
目

九
月
十
二
日

鱗
 こ

れ
ま
で
明

る
く
正
し
い
選

挙
活
動
は
、
選

挙
の
度
ご
と
に

ら
十
月
  

市
青
年
団
協
議

ボ
壮
9
 

比
年
・
 
会

や
、
市
婦
人
 

比
年
・
 

‘

来
員
 
連
絡
協
議
会
が
 

積
極
的
に
行
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
白
ば
ら
友
の
会
は
市
選
管

事
務
局
内
に
事
務
局
を
お
き
、
 

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
推
進
す

る
た
め
に
継
続
的
加
学
習
活
動

を
通
し
て
主
権
者
と
し
て
の
態

度
を
培
い
、
組
織
を
つ
く
っ
で

明
る
く
正
し
い
選
挙
活
動
の
日

常
化
を
目
的
と
し
た
団
体
で
す

産
婆
役
は
市
選
管
が
努
め
た

わ
け
で
す
が
、
特
に
浅
井

・
七

ッ
館
地
区
を
モ
デ
ル
に
指
定
し

取
敢
え
ず
四
十
五
名
の
会
員
で

発
足
し
、
役
員
を
次
の
よ
う
に

決
め
ま
し
た
。
な
お
、
会
費
は

年
額
百
円
で
す
。
 

会
 
長
 

一
戸
 
則
雄
 

副
会
長
 
辻
 
政

春
 

副
会
長
 
白
戸
 
敦
子

会
 
計
 
工
藤
 
貢

監
 
事
 
福
士
 
せ
つ

監
 
事
 
成
田
 
シ
ヲ
 

国
立
学
校
図
書
専
門
職

員
の
採
用
試
験
を
行
な

い
ま
す
 

仙
台
市
本
町
三
丁
目
三
ー
一

に
あ
る
人
事
院
東
北
事
務
局
で

は
、
国
立
学
校
に
お
い
て
係
長
 

ク
ラ
ス
の
管
理
職
員
も
し
く
は

上
級
係
員
ま
た
は
中
級
係
員
と

し
て
、
専
門
的
図
書
業
務
に
従

事
す
る
職
員
の
、
本
年
度
の
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
な
い

ま
す
。
 

◇
受
験
資
格
 

⑨
上
級
（
甲
種

・
乙
種
）
試
験
 

ー

！大
学
卒
程
度

1
1
!
 

昭
和
十
二
年
（
乙
種
は
昭
和

十
六
年
）
 四
月
二
日
ー
昭
和
一
一

十
四
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

＠
中
級
試
験
 

n
H
n短
大

・
高
専
卒
程
度

昭
和
十
八
年
四
月
二
日
ー
昭

和
二
十
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
犬
 ◇

申
込
受
付
期
限
 

十
月
八
日
 

◇
試
験
日
程
 

第

一
次
試
験
は
十
一
月
七
日
（
 

土
）
・
八
日
 
（
日
）
、
た
だ
し

中
級
試
験
は
八
日
の
み
、
第
一
一

次
試
験
は
来
年

一
月
八
日
（
金
 

）
に
、
と
も
に
仙
台
市
で
行
な

い
ま
す
 

◇
最
終
合
格
者
発
表
 

来
年
二
月
十
日
 

◇
採
用
予
定
人
員
 

上
級
二
十

一
人
 

中
級
三
十
三
人
 

◇
初
任
給
与
 

上
級
三
万
二
千
八
百
円
ー
」
1
 

万
四
千
四
百
円
程
度
・
中
級
一
一

万
八
千
円
程
度
 

な
お
、
申
込
み
用
紙
の
請
求

や
詳
し
い
こ
と
の
間
い
合
わ
せ

は
、
あ
て
先
を
書
き
十
五
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。
 

入

国
警
備
官
の
採
用

試

験
を
行

な
い
ま
す
 

人
事
院
東
北
事
務
局
で
は
、
 
 

全
国
各
地
の
入
国
管
理
事
務
所

ま
た
は
入
国
者
収
容
所
な
ど
に

配
置
さ
れ
、
不
法
入
国
者

・
在

留
外
国
人
の
法
令
違
反
事
件
な

ど
に
つ
い
て
の
調
査
・
収
容
者

の
監
視
・
施
設
の
警
備
な
ど
に

従
事
す
る
入
国
警
備
官
の
、
本

年
度
の
採
用
試
騒
（
高
卒
程
度
 

）
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
二
十
二
年
四
月
二
日

ー
 

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
男
子
 

◇
試
験
日
程
 

十

一
月
八
日
 
（
日）
・
九
日
 

（月
）
に
仙
台
市
で
行
な
い
ま

す
 

◇
最
終
合
格
者
発
表
 

十
二
月
二
十
二
日
 

◇
採
用
予
定
人
員
 

約
三
十
五
人
 

◇
初
任
給
与
 

二
万
七
千
七
百
円
程
度
 

な
お
、
こ
の
他
の
こ
と
は
前

頂
と
同
じ
で
す
。
 

航
空
管
制
官
の
採

用
試

験
を
行
な
い
ま
す
 

人
事
院
東
北
事
務
局
で
は
、
 

全
国
各
地
の
空
港
に
お
い
て
、
 

航
空
機
の
離
着
陸
お
よ
び
航
行

の
安
全
と
秩
序
を
図
る
た
め
、
 

航
空
機
に
対
し
て
無
線
電
話
や

レ
ー
ダ
ー
な
ど
に
よ
り
必
要
な

指
示
お
よ
び
情
報
を
提
供
す
る

な
ど
の
航
空
交
通
管
制
業
務
に

従
事
す
る
航
空
管
制
官
の
、
本

年
度
の
採
用
試
験
（
短
大
・
高

専
卒
程
度
）
を
次
の
と
お
り
行

な
い
ま
す
。
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
十
八
年
四
月
二
日
ー
昭

和
二
十
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
男
子
 

◇
試
験
日
程
 

第
一
次
試
験
は
十
一
月
八
日
 

（
日
）
仙
台
市
で
、
第
二
次
試

験
は
東
京
都
・
札
幌
市
で
行
な

い
ま
す
 

◇
最
終
合
格
者
発
表
 

来
年
二
月
十
日
 

◇
採
用
予
定
人
員
 

約
四
十
人
 

◇
初
任
給
 

一
 

二
万
八
千
円
程
度
 

な
お
、
こ
の
他
の
こ
と
は
前

頂
と
同
じ
で
す
。
 

航
空

保
安
職
員
研
修

所

の
学
生
の
採
用
試
験

を

行
な
い

ま
す
 

人
事
院
東
北
事
務
局
で
は
、
 

航
空
保
安
職
員
研
修
所
（
航
空

管
制
科
・
航
空
通
信
科
・
航
空

電
子
科
）
の
学
生
の
、
本
年
度

の
採
用
試
験
（
高
卒
程
度
）
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。
 

◇
受
験
資
格
 

昭
和
二
十
五
年
以
降
に
生
ま

れ
た
男
子
で
、
次
の
い
ず
れ
か
 

ー
つ
に
該
当
す
る
人
 

高
卒
f
た
は
来
年
三
月
卒

見
の
人
 

高
専
第
三
響
年
修
了
ま
た

は
来
年
三
月
卒
見
の
人
 

大
学
入
資
検
定
に
合
格
し

た
人
 

◇
採
用
予
定
人
員
 

航
空
管
制
科
 
約
三
十
五
人

二
年
間
の
教
育
を
受
け
た

の
ち
各
空
港
事
務
所
に
配
置

さ
れ
、
航
空
機
の
離
着
陸
お

よ
び
航
行
に
関
す
る
航
空
交

通
管
制
業
務
に
従
事
し
て
も

ら
い
ま
す
 

航
空
通
信
科
 
約
十
五
人

一
年
間
の
教
育
を
受
け
た
の

ち
各
空
港
事
務
所
に
配
置
さ

れ
、
対
空
通
信
・
テ
レ
タ
イ
 

．フ
通
信
に
よ
る
航
空
機
ま
た

は
各
空
港
と
の
通
信
業
務
に

従
事
し
て
も
ら
い
ま
す

航
空
電
子
科
 
約
二
十
人

二
年
間
の
教
育
を
受
け
た
の

ち
各
空
港
事
業
所
ま
た
は
航

空
保
安
無
線
標
識
所
に
配
置

さ
れ
、
航
空
保
安
無
線
施
設

の
運
用
・
保
守
な
ど
の
業
務

に
従
事
し
て
も
ら
い
ま
す

◇
初
任
給
 

二
万
四
千
五
百
円
程
度
 

な
お
、
こ
の
他
の
こ
と
は
前

項
と
同
じ
で
す
。
 

十
月
十
日
は
体
育
の
日
で

す
。
祝
祭
日
で
す
の
で
国

旗
を
揚
げ
ス
ポ
ー
ッ
に
親

し
み
、
健
康
な
身
体
を
つ

く
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

,
 



と き 10月20日（火）。 

ところ 市役所前出発10時・衛生処理

場・老人ホーム・津軽フラワ 

ーセンター （昼食）・松島団

地・学校給食センター・元町

浄水場・三道会館15時解散。 

受 付 希望者は10月15日まで、はが

きに住所・氏名・年令・職業

を書いて、 037市内岩木町臣

五所川原市企画総務課にお申

し込みください。 

50人になり次第締切らせてい

ただきます。参加料は不要で

すが昼食をご持参くでさい。 

第 2 回市有施設見学会 

③
 

、 

?
 

い
ょ
い
ょ
十
月
一
日
に
国
勢

調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

国
勢
調
査
は
国
、
県
、
市
の

大
ぎ
さ
や
、
ム
ロ
、
性
別
、
年

令
、
職
業
な
ど
の
構
成
を
正
確

に
明
ら
か
に
し
、
国
雌
も
ち
ろ

ん
、
県
、
市
の
行
政
の
基
本
と

な
る
資
料
を
得
る
た
め
に
行
な

ー
 

わ
れ
る
も
の
で
す
。
 

日
本
の
国
勢
調
査
は
、
大
正

九
年
の
第
一
回
調
査
以
来
全
国

民
の
協
力
と
調
査
員
の
努
力
に

よ

つ
て
、世
界
に
誇
れ
る
立
派

な
成
果
を
お
さ
め
て
お
り
ま
す

こ
と
し
の
調
査
は
、
五
十
年
前

の
第
一
回
か
ら
数
え
て
第
十
一

回
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
調
査

員
が
毎
戸
を
訪
れ
、
い
ろ
い
ろ

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
の
で
、
格

別
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
 

国
勢
調
査
は
、
統
計
法
に
基

づ
い
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
 

申
告
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
、
調
査
員
は

申
告
事
項
の
秘
密
を
厳
守
し
、
 

他
の
目
的
に
使
う
こ
と
は
法
律

で
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
 

調
査
票
に
は
あ
り
の
ま
ま
を
お
 
 

書
き
く
だ
さ
い
。
 

大
正
九
年
の
第
一
回
の
国
勢

調
査
の
日
本
の
人
ロ
は
五
千
五

百
三
十
九
万
千
四
百
八
十
一
人

で
し
た
が
、
昨
年
十
月
一
日
の

推
計
で
は
、
男
約
五
千
四
十
三

万
千
人
、
女
約
五
千
二
百
二
十

一
万
八
千
人
、
計

一
億
二
百
六

十
四
万
八
千
人
で
、
約
二
倍
弱

に
達
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
を
世
界
各
国
に
比
べ
て

み
ま
す
と
、
中
国
七
億
三
千
万

イ
ン
ド
五
億
二
千
万
、
ソ
連
一
一

億
四
千
万
、
ァ
メ
リ
カ
二
億
、
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
ー
億
千
万
に
次

い
で
第
六
位
の
よ
う
で
す
。
 

中
小
企
業
退
職
金

共
済

制
度
の
相
談
所
を

開
き

ま
す
 

最
近
の
労
働
力
不
足
は
、
今

後
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
 

県
と
市
で
は
、
労
働
力
の
確

保
と
市
内
企
業
の
発
展
を
図
る

た
め
、
求
人
と
定
着
に
役
立
つ
 

「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
 

」
の
普
及
・
加
入
促
進
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

そ
こ
で
、
経
営
者
の
皆
さ
ん

に
広
く
こ
の
制
度
の
理
解
と
利

用
を
お
願
い
す
る
た
め
、
五
所

川
原
商
工
会
議
所
・
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
団
と
共
催
で

十
月
九
日
（
金
）
の
十
時
か
ら

十
七
時
ま
で
商
工
会
議
所
に
お

い
て
、
 一
日
相
談
所
を
開
き
ま

す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

市
内
の
力

ラ
ー

普
及
率

は
県
内

で
第
三
位

で
す
 

N
H
K
で
は
、
昨
年
度
の
テ
 

レ
ビ
の
受
信
契
約
統
計
を
ま
と

め
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま

す
に
、
本
県
の
契
約
普
及
率
は

カ
ラ
ー
が
三
万
五
千
七
百
六
十

三
台
で
十

一
・
五
％
と
全
国
平

均
の
十
六
・
六
％
よ
り
も
低
く

な

っ
て
い
ま
す
が
、
白
黒
は
一
一

十
五
万
六
千
三
百
五
十
一
台
で

カ
ラ
ー
と
合
わ
せ
ま
す
と
二
十

九
万
二
千
百
十
四
台
と
な
り
、
 

九
十
四
・
二
％
で
全
国
平
均
の

九
十
一
・
七
％
を
二
・
五
％
う

わ
ま
わ
り
第
十
八
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
市
内
の
契
約
普
及
率

は
、
白
黒
が
九
千
九
十
六
台
、
 

カ
ラ
ー
が
千
六
百
五
台
十
五
・

二
％
で
県
内
第
三
位
、
白
黒
カ

ラ
ー
合
わ
せ
て
は
一
万
七
百
一

台
百
一
・
六
％
で
県
内
第
四
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

〈
鞍
馬
天
狗
〉
に
か
わ

り
〈
男

は
度
胸

〉
が
登

場
し

ま
す
 

N
・
H
・
K
・
テ
レ
ビ
で
毎

週
金
曜
日
の
夜
、
茶
の
間
で
好

評
を
得
た
へ
鞍
馬
天
狗
V
は
十

月
二
日
で
終
わ
り
ま
す
が
、
こ

れ
に
か
わ
り
十
月
九
日
か
ら
新

し
く
へ
男
は
度
胸
V
が
登
場
し

ま
す
。
 

こ
れ
は
柴
田
錬
三
郎
氏
の
長

篇
時
代
小
説
「
徳
川
太
平
記
」
 

を
も
と
に
、
△
お
は
な
は
ん
V
 

な
ど
を
手
が
け
た
小
野
田
勇
氏

が
脚
本
を
書
い
た
異
色
時
代
劇

で
す
。
 

元
禄
か
ら
享
保
の
騒
然
と
し

た
時
代
を
背
景
に
、
世
に
新
生

の
息
吹
き
を
も
た
ら
し
、
名
君

と
い
わ
れ
た
八
代
将
軍
吉
宗
の

成
長
過
程
を
中
心
に
、
吉
宗
を

取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

の
愛
憎
が

ュ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
描
か
れ
ま
す
。
 

ド
ラ
マ
に
は
、
大
岡
越
前
守

や
紀
の
国
屋
文
左
衛
門
な
ど
、
 

実
在
し
た
人
物
の
ほ
か
創
作
の

人
物
も
登
場
、
歴
史
の
わ
く
に

と
ら
わ
れ
な
い
自
由
自
在
な
発

想
で
人
物
が
か
ら
み
合

っ
て
い

き
ま
す
。
 

ま
た
、
お
な
じ
み
の
朝
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
△
虹
V
に
か
わ
 

つ
て
来
年
四
月
五
日
か
ら
、
三

浦
哲
郎
原
作
・
高
橋
玄
洋
脚
色

の
△
ま
ゆ
子
ひ
と
り
V
が
放
映

さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
作
品
は
、
作
者
が
昭
和

三
十
九
年

一
月
か
ら

一
年
間
新

聞
に
連
載
し
た
小
説
で
、
幼
い

頃
父
を
失
い
母
や
弟
と
も
生
き

別
れ
た
孤
独
な
ま
ゆ
子
の
、
真

実
を
求
め
け
な
げ
に
生
き
る
姿

を
描
き
、
ま
ゆ
子
の
青
春
を
通

し
て
家
庭
の
幸
福
と
は
な
に
か

を
問
っ
た
も
の
で
、
ド
ラ
マ
の

後
半
は
、
原
作
者
三
浦
哲
郎
氏

の
出
身
地
青
森
県
と
東
京
都
を

舞
台
に
展
開
さ
れ
ま
す
。
 

劇
団
グ

ミ
の
実
で

団

員

を
募
集
し

て
い
ま

す
 

N
A
D
A
h
日
本
ァ
マ
チ
ユ

ァ
演
劇
連
盟
）
 
に加
盟
し
て
い

る
市
内
の

7
マ
チ
ュ
ァ
劇
団
グ

ミ
の
実
（
平
山
金
三
郎
主
宰
）
 

で
は
、
来
年
二
月
横
浜
市
で
行

な
わ
れ
る
第
九
回
全
国

7
マ
チ

ュ
ァ
演
劇
研
究
大
会
に
参
加
の

た
め
、
広
く
市
民
か
ら
新
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
性
別
、
 

年
令
、
職
業
な
ど

一
切
無
条
件

で
す
か
ら
、
希
望
者
は
、
十
月

二
十
日
ま
で
、
市
内
岩
木
町
十

二
市
中
央
公
民
館
電
話
五
局
一
一

三
五
二
番
の
中
村
に
お
申
し
汐

み
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
こ
の
劇
団
は
、
十
一

月
の
第
十
回
市
文
化
祭
に
は
、
 

竹
内
勇
太
郎
作
、
平
山
金
三
郎

演
出
の
「
狸
の
里
」
を
出
す
予

定
で
す
。
 

グ
ラ
フ

N
H
K
は
テ
レ

ビ
の
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
す
 

グ
ラ
フ
N
H
K
は
、
毎
月
一

日
十
五
日
に
発
刊
さ
れ
て
い
る

テ
レ
ビ
の
美
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
 

グ
ラ
フ
N
H
K
購
入
希
望
の

人
は
、
 一
年
間
二
十
四
冊
分
1
11
 

百
円
を
、
定
額
小
為
替
ま
た
は

郵
便
切
手
で
、
〒
1
0
0
東
京

都
千
代
田
区
内
幸
町
二
の

一
、
 

N
H
K
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 
「
 

グ
ラ
フ
N
H
K
係
」
あ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

昭和45年 

国勢調査 

10 月 1 日 

管さんのご協力をお願い Lます 



県
に
は
、
中

小
企
業
機
械
貸

与
公
社
が
あ
り

機
械
設
備
貸
与

制
度
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
制

度
は
、
設
備
の

近
代
化
を
図
り

た
く
て
も
、
必

要
な
設
備
資
金

を
自
分
で
準
備

で
き
な
い
、
商
 

業
・
建
設
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
を
 

除
く
中
小
企
業
者
、
特
に
小
企

業
者
に
対
し
厭

械
や
設
備
を

長
期
の
割
賦
払
い
で
譲
る
方
法

で
す
の
で
、
次
に
注
意
め
上
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

◆
貸
与
の
限
度
額
 

該
当
者
一
企
業
あ
た
り
の
機

械
設
備
の
価
額
が
二
十
万
円
以

上
六
百
万
円
以
下
で
す
。
こ
の

価
格
以
内
で
あ
れ
ば
何
台
で
も

差
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
 

た
だ
し
六
百
万
円
を
起
え
る

価
格
の
機
械
設
備
を
借
り
た
い

と
き
は
、
六
百
万
円
を
超
え
る

額
を
前
納
す
れ
ば
よ
い
と
と
に

な

っ
て
い
ま
す
。
 

◆
貸
与
を
受
け
る
時
に
必
要

な
資
金
 

保
証
金
（
貸
与
価
格

×
百

分
の
十
、
償
還
を
完
了
し
た

と
き
は
返
し
ま
す
）
 

貸
与
損
料
（
貸
与
損
料

×
 

百
分
の
五

x
二
分
の
一
、
損

料
は
金
利
と
同
じ
も
の
で
す
 

前
納
金
（
貸
与
価
格
が
六

百
万
円
を
超
え
る
と
き
に
の

み
必
要
で
、
六
百
万
円
を
超
 
 

え
る
額
）
 

こ
の
他
、
申
込
み
の
方
法
・

時
期
・
償
還
金
及
び
貸
与
損
料

の
計
算
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は

市
商
工
観
光
課
商
工
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

一
日
一
円
で
大
き
な
補

償
を
し

ま
す
 

今
す
ぐ
 

交
通
災
害
共
済
へ

県
交
通
災
害
共
済
組
合
に
は

県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が

加
入
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
共

済
で
お
支
払
い
す
る
の
は
、
汽

車

・
電
車
・
航
空
機
・
船
舶
な

ど
に
？よ
る
事
故
以
外
の
す
べ
て

で
す
。
 

掛
金
は

一
人
年
額
三
百
五
十

円
で
す
が
、
ニ
十
人
以
上
の
団

体
加
入
に
は
奨
励
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
町
内
会
や
隣
組

あ
る
い
は
職
場
な
ど
の
団
体
加

入
を
お
奨
め
し
ま
す
。
 

万
一
の
と
き
の
お
支
払
い
す

る
見
舞
金
は
最
高
五
十
万
円
か

ら
で
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
、
 

市
民
相
談
室
交
通
対
策
係
に
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

加
入
方
法
も
す
ご
く
簡
単
で

市
外
に
転
出
し
て
も
有
効
で
す
 

統
一
地
方
選
挙
の
 

標
語
を
募

集
し
ま
す
 

明
年
四
月
に
統
一
地
方
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

地
方
自
治
・
地
方
行
政
は
、
 

私
た
ち
の
生
活
に
最
も
身
近
か

な
公
害

・
道
路
・
教
育
・
衛
生

な
ど
の
問
題
を
扱

っ
て
い
ま
す

そ
の
担
い
手
と
な
る
人
・
そ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
人
を
選
ぷ
た
め
 
 

に
、
ま
た
、
住
み
ょ
い
郷
土
を

築
き
、
地
方
自
治
の
発
展
を
期

す
る
た
め
に
、
 一
般
有
権
者
に

最
も
ア
ッ
ピ
ー
ル
す
る
選
挙
標

語
を
、
広
く
市
民
か
ら
次
の
よ

う
に
募
集
し
ま
す
。
 

◇
募
集
締
切
り
 

陶
十
月
三
十
一
日
（
土
）
主
催

者
あ
て
。
 

◇
応
募
の
方
法
 

自
作
・
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
官
製
は
が
き
一
枚
に

一
句
と
住
所
・
氏
名
・
年
令
・

職
業
を
書
き
、
 一
人
二
枚
ま
で

と
し
ま
す
。
 

◇
賞
金
 

一
等
一
人
三
万
円
・
二
等
三

人
各

一
万
円
・
」
辱
十
人
各
」
1
 

千
円
・
佳
作
若
干
人
記
念
品
。
 

た
だ
し
、
審
査
の
結
果
そ
の

等
級
に
当
た
る
標
語
が
な
い
と

き
は
、
そ
の
賞
金
に
相
当
す
る

金
額
を
、
そ
の
等
級
以
下
の
等

級
の
数
を
増
し
て
呈
し
ま
す
。
 

◇
審
査
結
果
発
表
 

十
二
月
中
旬
、
新
聞
や
放
送

を
通
じ
て
公
表
、
ま
た
、
“
私

た
ち
の
広
場
“
十
二
月
号
そ
の

他
協
力
団
体
の
機
関
紙
で
発
表

し
ま
す
。
 

な
お
、
当
選
標
語
の
使
用
権

は
、
明
る
く
正
し
い
選
挙
推
進

全
国
協
議
会
に
帰
属
し
、
統
一

地
方
選
挙
そ
の
他
の
選
挙
な
ら

び
に
啓
発
運
動
に
お
い
て
、
自

由
に
使
用
し
ま
す
。
 

◇
主
催
者
 

〒
ー
o
2
千
代
田
区
平
河
町

二
の
六
麹
町
会
館
内
、
明
る
く

正
し
い
選
挙
推
進
全
国
協
議
会

◇
協
賛
 

自
治
省
。
 

◇
後
援
 

日
本
新
聞
協
会
・
N
H
K
・

日
本
民
間
放
送
連
盟
・
都
道
府

県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
。
 

仇
く
青
少
年
を
参
加
さ
 

せ
て

く
だ
さ

い
 

将
来
の
わ
が
国
産
業
社
会
の

に
な
い
手
で
あ
る
勤
労
青
少
年

が
、
心
身
共
に
す
こ
や
か
な
成

長
を
続
け
る
こ
と
は
、
産
業
界

は
も
と
よ
り
本
県
の
産
業
発
展

の
う
え
か
ら
も
重
要
な
課
題
と
 J

 
な
っ
て
お
り
、
特
に
こ
と
し
は

勤
労
青
少
年
福
祉
法
が
施
行
さ

れ
て

一
層
勤
労
青
少
年
に
対
す

る
県
民
全
般
の
関
心
が
た
か
ま

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

働
く
青
少
年
に
希
望
と
意
欲

を
も
た
せ
、
よ
い
職
業
人

・
社

会
人
と
な
る
努
力
を
促
す
と
と

も
に
勤
労
青
少
年
の
福
祉
向
上

に
対
す
る
理
解
を
、
広
く

一
般

に
深
め
る
趣
旨
で
、
例
年
、
関

係
機
関
・
団
体
が
協
力
し
て
「
 

青
森
県
働
く
青
少
年
の
つ
ど
い
 

」
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
，
 こ

と
し
も
ま
た
次
の
よ
う
に
開
か

れ
ま
す
の
で
与
く
の

働
く
青
少

年
を
参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
と
き
 

子
 

十
月
二
十

一
日
 （水
）
 

1
0時
半

ー
1
5時
半
 

◇
と
こ
ろ
 

青
森
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
 

青
森
市
大
字
浦
町
字
野
脇
一
一

百
五
の

一
 

◇
対
象
者
 

県
内
に
働
く
、
だ
い
た
い
二
十

才
位
ま
で
の
青
少
年
 

◇
内
容
 

コ
ー
ラ
ス
・
歌
唱
指
導
・
映
画

観
覧
・
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
 
（
ズ

ッ
ク
靴
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
 

◇
実
施
機
関
劉
 

青
森
県
商
工
会
議
所
連
合
会
ほ

か
二
十
三
団
体
で
構
成
し
て
い

る
青
森
県
働
く
青
少
年
の
つ
ど

い
準
備
会
お
ょ
び
青
森
婦
人
少

年
室
二
 

な
お
、
市
内
の
参
加
希
望
者

は
、
十
月
十
五
日
ま
で
に
市
内

川
端
町
の
五
所
川
原
商
工
会
議

所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

消
費
生
活
の
苦
情
相
談

所
を
設
け
ま
し
た
 

市
で
は
、
市
民
の
買
物
の
便

利
を
図
る
た
め
、
県
の
委
嘱
し

た
相
談
員
を
配
置
し
て
，
九
月

か
ら
毎
月
第
一
と
第
三
の
水
曜

日
の
十
三
時
か
ら
十
六
時
ま
で

市
商
工
観
光
課
内
に
、
消
費
生

活
苦
情
相
談
所
を
設
け
ま
し
た

か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

商
品
の
不
当
価
格

・
不
当
表

示
・
欠
陥
食
品
な
ど
消
費
生
活

全
般
に
わ
た

っ
て
相
談
に
応
じ

て
る
ほ
か
、
消
費
団
体
の
育
成

消
費
者
と
業
者
と
の
懇
談
会
・

講
習
会
な
ど
を
開
い
て
、
積
極

的
に
消
費
生
活
の
こ
と
に
取
組

ん
で
い
ま
す
。
 

⑥ 

中小企業者に機械設備を 

貸します 

もう一度看護婦さんになって 

ください 

家庭におられる看護婦、準看護婦の

有資格者の皆さんにお願いします。 

看護婦、準看講婦の就業者が足りな

くて医療機関で困っていますので、県

では、家庭におられる看護婦さんなど

の有資格者の皆さんに再就業を依頼す

ることになりました。 

ご手数でも、青森市長島1丁目1番 

1号の県庁公衆衛生課に、有資格者の

住所氏名をお知らせください。 

普通のはがきでけっこうですが、郵

送無料のはがきは市保険衛生課にあり

ます。 

.
 



、

【
 

市
観
光
協
会
 

（
斎
藤
昇会
長

二
百
四
十
二
名
 

）
 
では
、
次
の

よ
う
に
、
第
一

回
市
観
光
“（
」具

コ
ン
テ
ス
ト
を

お
こ
な
い
ま
す

の
で
、
た
く
さ

ん
の
作
品
を
出

し
て
く
だ
さ
い
 

◆
題
材
 

一
、
不
動
公
 

園
・
津
軽
フ
ラ
 

ワ
ー
セ
ン
タ
ー
・
狼
野
長
根
公

園
．
中
山
〈
ィ
ラ
イ
ン

．
田
園

都
市
風
景
。
 

飯
詰
城
跡
・
寺
の
鐘
・

古
代
建
築
な
ど
の
旧
内
の
文
化

財
。
 

虫
お
く
り

・
ね
ぷ
た
・

花
火
大
会
・
盆
踊
り
な
ど
の
市

内
の
年
中
行
事
。
 

他
地
方
で
は
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
市
内
の
風
俗
服
装

な
ど
。
 

◆
規
格
 

キ
ヤ
ビ
ネ
以
上
の
白
黒
ま
た

は
、
四
つ
切
り
以
内
の
カ
ラ

ー
 

で
、
ど
ち
ら
も
組
写
真
で
も
け

つ
こ
う
で
す
。
 

な
お
、
撮
影
の
時
期
は
四
季

を
間
い
ま
せ
ん
。
 

◆
締
切
り
 

十
月
二
十
日
ま
で
市
商
工
観

光
課
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
 

な
お
詳
し
い
応
募
規
定
な
ど

は
、
市
商
工
観
光
課
に
お
間
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

市
総

合
開
発
審

議
会
 

任
期
自

s
4
5・
5
・
ー
 

至
s
4
7・
4
・
3
0
 

会
長
 
村
上
 
純

一
 
田
 
町

副
 

森
 
平

内
 
水
野
尾

◇
市
民
生
活
部
会
 

部
会
長
高
満
 
タ
力
 
川
端
町
 

副
 
飯
塚
 

平
次
 
飯
 
詰

神
 
婚
二
郎
 
鳥
 
森

野
呂
金
八
郎
 
藻
 
川

成
田
 
実
 
松

島
町

葛
西
 
保
 

七
ッ
館
 

⑦
 

太
田
 
義
雄
 
飯
 
詰
 

◇
産
業
経
済
部
会
 

部
会
長
泉
谷
 
正
志
 
毘
沙
門
 

副
 
飛

島
 
孝
英
 
柳
 
町

村
上
 
純

一
 
田
 
町

平
山
文
三
郎
 
新
 
町

開
米
佐
太
郎
 
鶴
ケ
岡

中
村
伸
太
郎
上
平
井
町

安
田
 
俊
夫
 

藤
本
 
文

一
 

◇
教
育
文
化
部
会
 

部
会
長
寺
田
孫

一
郎
 
石
 
岡
 

副
 
鎌

田
嘉
兵
衛
 
柏
原
町

笹
森
柾
五
郎
 
七
ッ
館

小
野
 
雄
蔵
 
本
 
町

佐
藤
 

貞
 
梅
 
田

一
戸
 
則
雄
 
浅
 
井

前
田
 
斉
 
梅
 
田

森
 
平

内
 
水
野
尾
 

，
 
◇
都
市
施
設
部
会
 

部
会
長
菊
池
 
清
助
 
大
 
町
 

副
 

外
崎
彦
太
郎
 
中
 
泊

寺
田
 
義
雄
 
二
本
柳

外
崎
善
太
郎
 
俵
 
元

鶴
谷
初
太
郎
 
旭
 
町

原
 
健
次
郎
 
新
宮
町

佐
々
木
養
吉
 
新
田
町
 

市
民
文
化
会
館
 

運
営
委
員
会
 

任
期
自

s
4
5・
4
・
ー
 

至
s
4
7・
3
・
3
1
 

会
長
 
一
戸
 
正

一
 
田
 
町
 

副
 
会
津
健

五
郎
 
松
島
町

佐
々
木
康
智
 
新
 
町

山
谷
 
富
男
 
川
端
町

竹
内
 
愛
真
下
平
井
町

三
上
善
三
郎
 
寺
 
町

渋
谷
 
武
治
 
布
屋
町

平
山
 
忠
夫
 
柏
原
町

佐
藤
 

進
 
新
 
町

石
塚
 
良

一
 
布
屋
町

小
林
 
昭
二
 
大
 
町

山
口
 
隆
栄
 
毘
沙
門

中
野
 
鉄
男
 
姥
 
落

笠
井
 
儀
作
 
桜
 
田

今
 
良
太
郎
 
浅
 
井
 

防
犯
連
絡
員

の
続
き
 

◇
七
和
地
区
の
続
き
 

阿
部
慶
吉
・
三
上
行
紀
・
三

上
行
夫
・
三
上
清

一
郎
（
持
子

沢
）
、
唐
牛
秀
策
・
福
士
由
松

小
笠
原
正
広
・
対
馬
要
五
郎
・

小
笠
原
竹
之
助
・
福
士
敏
雄
・

今

一
雄
（
高
野
）
、
新
谷
啓
一

大
坂
健
越
・
新
谷
泰
太
郎
・
小

笠
原
健
作
・
斎
藤
忠
「
廊
・
（
 
 

前
田
野
目
）
 

◇
長
橋
地
区
 

斎
藤
晃
・
間
山
政
広
・
三
浦

倉
光
（
戸
沢
）
、
石
岡
治
男
・

長
尾
良
治
・
長
尾
義
彦
・
松
山

英
雄
・
中
川
克
巳
・
片
岡
政
雄

横
島
誠

一
（
松
野
木
）
、
松
野

敏
雄
・
松
野
泰
太
郎
・
乳
井
武

雄
・
秋
元
武
信
・
斎
藤
良
男
・

石
岡
文
蔵
（
神
山
）
、
土
岐
美

智
明
・
土
岐
芳
春
・
土
岐
東
一

郎
（
野
里
）
、
石
岡
彦
永
門
（
 

福
山
）
、
笹
森
豊
弘
・

一
戸
則

雄
（
浅
井
）
 

◇
栄
地
区
 

鳴
海
真
一
・
斎
藤
茂
（
七
ッ

館
）
、
鹿
内
昭

一
郎
・
一
戸
正

一
・
毛
内
金
五
郎
・

一
戸
義
雄
 

（
広
田
）
、
鹿
内
武
夫

・
山
内

惣
馬
太
郎
・
山
田
善

一
・
木
村

三
太
郎
（
稲
実
）
、
藤
田
義
雄

木
村
健
作
・
藤
田
勇
勝
・
藤
田

武
司
・
坂
本
兼
久
・
坂
本
与
四

郎
（
姥
池
）
鹿
内
日
出
城
・
平

山
テ
イ
・
平
山
千
代
吉
（
湊
）
 

◇
梅
沢
地
区
 

伊
藤
金
隆
・
成
田
友
則
・
金

丸
由
夫
・
鈴
木
長
弘

・
前
田
義

則
・
竹
谷
一
吉
・
前
田
忠
孝
（
 

梅
田
）
、
土
岐
正
敏
・
関
徳
治

成
田
辰
雄
（
中
泉
）
 

◇
松
島
地
区
 

高
橋
情
重
・
高
橋
作
次
郎
（
 

亜
寧
P
）
、
渋
谷
正
男
（
宮
田
）
 

渋
谷
武
則
（
田
中
）
、
高
橋
徳

次
郎
・
小
田
桐
勇
（
野
崎
）
、
 

工
藤
甚

一
郎
（
川
代
田
）
、
太

田
寛
蔵
（
富
桝
）
、
小
田
桐
嘉

四
・
高
橋
寿
・
高
橋
重
三
郎
・

小
野
寺
金
次
郎
・
須
藤
巳
之
松

森
健
一
 
・小
田
桐
長
蔵
・

森

義
則
（
水
野
尾
）
、
福
士
孝
徳
 

（末
広
）
、
対
馬
武
四
郎
・
対

馬
貞
一
・
対
馬
国
雄
（
米
田
）
 

渋
谷
慎

一
郎
・
対
馬
小
十
郎

・

佐
々
木
三
雄
（
吹
畑
）
、
 一
戸

賢
次
郎
・
寺
田
市
太
郎
・
寺
田

辰
三
郎
・
寺
田
勇
光
・
寺
田
武

道
（
石
岡
）
、
千
田
松
四
郎
（
 

二
本
柳
）
、
山
口
佐
吉
・
太
田

市
太
郎
（
唐
笠
柳
）
、！
工
藤
喜

八
郎
（
馬
性
）
、
湊
谷
辰
五
郎

高
谷
作
次
郎
・
吉
村
嘉
右
門
・
 

（漆
川
）
、
島
村
正

一
・
島
村

一
郎
（
尻
無
）
、
高
杉
吉
兵
衛
 

（太
刀
打
）
、
葛
西
男
茶

・
葛

西
誠
一
郎
・
荒
関
勝
義
（
桃
崎
 

）
、
島
谷
壮

一
郎
（
一
野
坪
）
 

小
野
武
・
対
馬
多
左
右
門
・
小

野
徳
右
門
（
石
畑
）
、
小
野
祐

一
（
中
村
）
、
小
野
武
藤
（
前

池
）
、
木
村
昂
悦

（松
島
町
一

丁
目
）
、
寺
田
義
雄
・
木
村
佳

一
（
二
・
三
丁
目
）
、
松
島
宗

作
（
四
丁
目
）
納
谷
良
二
 
（五

丁
目
）
、
寺
田
栄
・
毛
内
光
昭

寺
田
正
栄
・
工
藤
清
忠

・
（
六

丁
目
）
、
鈴
木
勇
作
（
七
丁
目
 

）
、
角
田
昭
三
（
八
丁
目
）
 

◇
飯
詰
地
区
 

長
峰
宇
三
郎
・
小
野
輝
雄
・

大
久
保
繁
実
・
賀
谷
宝
雄
・
三

浦
与
三
郎
・
葛
西
兵
市
（
影
日

沢
）
、
木
田
茂
作
（
沢
田
）
、
 

鳴
海
三
之
助
（
朝
日
）
、
前
田

勘
四
郎
・
秋
元
兼
太
郎
・
野
宮

喜
造
・
対
馬
定
雄
・
鳴
海
清
美

三
浦
勝
三

・
小
野
甚
七
・

平

山
熊
三
郎
・
田
中
正
雄
・
岩
田

文
雄
・
柴
田
勝
雄
（
福
泉
）
、
 

野
宮
義
造
・
松
野
広
守
（
清
野
 

）
佐
藤
勇
助
（
石
田
）
、
其
田

良
逸
・
増
田
勘
十
郎
（
葛
の
森
 

)
  ◇

毘
沙
門
地
区
 

山
口
吉
弥
・
北
川
又

一
郎
・

北
川
要
二
郎
・
竹
内
ナ
サ
・
中

田
幸
作
・
山
口
隆
栄
・
杉
山
裕
 

（毘
沙
門
）
、
古
川
武
松
・
藤

森
兼
也
・
猿
賀
金
蔵
・
高
橋
元

作
・
高
橋
馨

（
長
富
）
 

◇
中
川
地
区
 

奈
良
武
・
山
形
松
年
・
小
笠

原
俊
正
（
田
川
）
、
高
橋
与
助

館
山
松
衛
（

種
井
）
、
 高
橋

蔵
之
助
・
外
崎
俊
夫
（
中
泊
）
 

館
山
泰
男
・
奉
良
岡
弥
治
右
衛

門
・
藤
森
作
左
衛
門
・
秋
田
収

一
・
館
山
長
治
郎
・
葛
西
嘉
蔵
 

（川
山
）
、
小
野
豊
四
郎
・
小

野
才
太
郎
（
沖
飯
詰
）
、
笠
井

勝
衛
・
其
田
長
六
（
桜
田
）
、
 

木
村
実
・
木
村
柾
右
衛
門
・
田

中
義
一
・
三
浦
正
毅
（
高
瀬
）
 

葛
西
繁
夫
・
小
笠
原
清
衛

（福

井
）
、
木
村
昌
二
・
長
尾
勝
治

開
米
由
夫
・
長
尾
精
作
・
開
米

賢
作
・
開
米
三
吉
・
小
林
一
一
一

三
（
鶴
ケ
岡
）
、
外
崎
富
夫
・

川
浪
勝
幸
・
佐
藤
稔

・
一
戸
良

秋
（
上
藻
川
）
、
木
村
礼
吉
・

一
戸
慶
喜
・

一
戸
正
道
・
竹
谷

誠
之
助
・
高
橋
宏
治
・
川
浪
練

造
・
工
藤
直
四
郎
・
高
橋
由
造
 

（下
藻
川
）
。
 

市観光写真コンテストを

おこないます 

、
 

.
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正規の手形交換所が 

できます 

十
月
一
日
か

ら
、
法
務
大
臣

指
定
の
正
規
の

五
所
川
原
手
形

交
換
所
が
青
銀

支
店
階
上
に
開

設
さ
れ
ま
す
。
 

手
形
交
換
所

が
出
来
ま
す
と

一
、
手
形
受
取

人
に
と
つ
て
 

は
、
安
心
し
て
取
引
き
が
出

来
、
資
金
繰
り
が
確
保
さ
れ

ま
す
。
 

手
形
支
払
人
に
と

つ
て
は

手
形
所
持
ル
が
安
心
し
て
取

引
き
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、
 

割
安
の
仕
入
れ
が
苅
能
に
な

り
ま
す
。
 

一
般
的
に
は
、
落
ち
な
い

一

手
形
の
汚
名
を
挽
回
し
地
域

的
信
用
力
が
増
大
し
ま
す
。
 

支
払
先
も
手
形
取
引
き
を

歓
迎
し
ま
す
。
 

金
融
機
関
に
と
っ
て
は
、
 

手
形
割
引
き
が
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
 

先
進
商
業
都
市
の
仲
間
入

り
が
出
ま
す
。
 

な
ど
の
利
点
が
あ

っ
て
、
市

民
の
信
用
を
高
め
産
業
の
隆
昌

市
経
済
発
展
の
も
と
に
な
り
ま

す
。
 

た
だ
し
、
手
形
を
不
渡
り
に

す
る
と
、
罰
則
の
適
用
を
受
け

二
年
間
市
内
の
加
盟
金
融
機
関

の
全
部
と
、
当
座
予
金
や
借
入

れ
な
ど
の
取
引
き
が
出
来
な
く

な
り
ま
す
。
 

一
人
平
均
七
万
円
の
国

税
負
担
と
な
り
ま
す
 

税
金
は
み
ん
な
の
た
め
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
国

・
県
・

市
は
、
道
路
や
住
宅
を
造

っ
た
 
 

り
、
学
校
を
建
て
た
り
、
生
活

に
困

っ
て
い
る
人
の
め
ん
ど
う

を
み
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

仕
事
に
使
わ
れ
る
お
金
の
大
部

分
は
、
私
達
の
納
め
た
税
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

本
年
度
の
国
の
一
般
会
計
予

算
は
約
七
兆
九
千
四
百
九
十
七

億
円
で
、
こ
の
う
ち
約
九
十
％

が
税
金
で
、
国
民

一
人
あ
た
り

の
国
税
の
負
担
は
約
七
万
円
に

な
り
ま
す
。
 

私
達
の
納
め
た
税
金
を
、
例

え
ば
、
千
円
あ
た
り
の
使
い
み

ち
宇
計
算
し
て
み
る
と
、
本
年

度
で
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
 

地
方
財
政
の
援
助
 二

百
九
円

貿
易
振
興
・
経
済
協
力
・
 

中
小
企
業
対
策

・
食
糧
管
理

二
百
八
円

健
康
や
生
活
を
守
る
 

百
八
十
一
円

住
宅
や
道
路
の
整
備
 

百
七
十
七
円

教
育
と
科
学
技
術
の
振
興
 

百
十
六
円

国
土
の
防
衛
 

七
十
二
円

国
債
償
還

・
利
子
支
払
い
 

三
十
七
円
 

十
月
一
日
は
法
の
日
で

す
 

政
府
は
、
裁
判
所
、
検
察
庁

弁
護
士
会
の
提
案
に
よ
り
、
昭

和
三
十
五
年
か
ら
毎
年
十
月
一

日
を

「
法
の
日
」
と
定
め
、
国

を
挙
げ
て
法
の
尊
重
、
基
本
的

人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序
の
確

立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の
日

と
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
に
基
づ
き
、
裁
判
所
、
 

法
務
省
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
 
 

で
も
、
十
月
一
日
か
ら

一
週
間

を

「
法
の
日
週
間
」
と
し
て
全

国
各
地
で
こ
の
週
間
の
趣
旨
の

徹
底
を
は
か
る
た
め
、
法
の
日

週
間
の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
 

こ
の
法
の
日
制
定
の
目
的
は

国
民
主
権
の
も
と
に
、
自
由
と

正
義
を
守
り
、
世
界
の
平
和
を

推
持
し
、
人
類
の
福
祉
に
貢
献

す
る
こ
と
は
、
日
本
国
民
の
等

し
く
理
想
と
し
念
願
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
法
に
よ

つ
て
個

人
の
基
本
的
権
利
を
擁
護
し
、
 

法
に
よ

つ
て
社
会
秩
序
を
確
立

し
更
に
ま
た
、
国
際
紛
争
も
こ

の
法
の
支
配
の
原
則
に
よ

つ
て

解
決
さ
れ
る
こ
と
を
祈

っ
て
い

ま
す
。
 

台
風
対
策
は
万
全
で
す

か
 

台
風
シ
ー
ズ
ン
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
東
北
電
力
で
は
巡
視

点
検
を
行
な

っ
て
い
ま
す
が
、
 

各
家
庭
で
も
次
の
こ
と
が
ら
に

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

看
板
や
ネ
オ
ン
灯
な
ど
の

古
柱
が
弱

っ
て
い
な
い
か
、
 

ま
た
、
電
線
と
接
近
し
て
い

な
い
か
調
べ
て
く
だ
さ
い
。
 

電
線
の
あ
ま
り
近
く
に
あ

る
樹
の
枝
は
、
近
く
の
東
北

電
力
の
事
業
所
に
連
格
し
て

早
目
に
切

っ
て
も
ら

つ
て
く

だ
さ
い
。
 

三
、
煙
突
や
7
ン
テ
ナ
は
例
れ

な
い
よ
う
し

つ
か
り
針
金
で

引
張

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

札
幌
の
電
話
局
番
が
変

わ
り
ま
し

た
 

去
る
八
月
二
十
三
日
か
ら
、
 

札
幌
の
市
外
局
番
が

0
1
1
に

市
内
局
番
も
今
ま
で
の
ニ
ケ
タ

の
末
尾
に
ー
を
つ
け
た
三
け
た

に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り
ま
し
た
 

県
内
の
電
話
が
十
万
台

を
突
破
し
ま
し
た
 

県
内
の
電
話
は
、
明
治
三
十

八
年
十
月
t
五
日
に
、
青
森
局

が
加
入
数
七
十
冶
で
交
換
業
務

を
開
始
し
た
の
が
最
初
で
す
が

昭
和
二
十
八
年
か
ら
は
じ
め
ら

れ
た
電
々
公
社
の
長
期
拡
充
計

画
に
よ
り
、
年

々
電
話
の
増
設

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
、
昭

和
四
十
年
に
は
五
万
台
に
達
し

更
に
五
年
後
の
こ
と
し
五
月
に

遂
に
十
万
台
を
突
破
し
ま
し
た

即
ち
五
万
台
に
達
し
た
昭
和

四
十
年
か
ら
僅
か
五
年
間
で
一
一

倍
の
十
万
台
を
突
破
し
た
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

郵
便
貯

金
婦
人

モ
ニ
タ
 

ー
が
き
ま
り
ま
し
た
 

為
替
貯
金
事
業
の
内
容
を
積

極
的
に
P
R
す
る
と
と
も
に
、
 

利
用
者
の
意
見
、
要
望
な
ど
を

吸
収
し
て
業
務
内
容
や
郵
便
貯

金
セ
l
ル
ス
活
動
、
広
告
、
宣

伝
の
強
化
を
は
か
る
た
め
、
郵

政
省
で
は
、
全
国
か
ら
昭
和
四

十
五
年
度
郵
便
貯
金
婦
人
モ
ニ

タ
ー
を
公
募
し
て
い
ま
し
た
が

こ
の
程
、
全
国
で
二
千
人
、
仙

台
郵
政
局
管
内
で
二
百
人
、
五

所
川
原
郵
便
局
管
内
で
次
の
三

人
を
委
嘱
決
定
し
ま
し
た
。
 

な
お
、
任
期
は
来
年
三
月
末

日
で
す
。
 

〇
市
内
田
町
 佐

々
木
る
い
 

〇
市
内
元
町
 中

川
 
春
江

〇
工
業
高
校
内
 

丹
代
千
恵
子
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